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令和８年度 大学院薬学研究科 入学試験
（１）日 程

【修士課程】

【博士課程】

（２）試験科目
【修士課程】
社会人推薦：学力試験（英語）、面接
一般入試：学力試験（英語と専門科目（1科目選択））および面接
【博士課程】
社会人推薦：学力試験（英語）、面接
一般入試：学力試験（英語と専門科目（1科目選択） ）

および面接

種 別 願書受付期間 試験日 合格発表日

一般入試（1期） 令和7年9月8日(月)～9月19日(金) 令和7年10月7日(火) 令和7年10月10日(金)

一般入試（2期）
社会人推薦

令和8年2月2日(月)～2月13日(金) 令和8年3月3日(火) 令和8年3月5日(木)

種 別 願書受付期間 試験日 合格発表日

社会人推薦（1期） 令和7年6月23日(月)～7月4日(金) 令和7年7月22日(火) 令和7年7月25日(金)

一般入試（1期） 令和7年9月8日(月)～9月19日(金) 令和7年10月7日(火) 令和7年10月10日(金)

一般入試（2期）
社会人推薦（2期）

令和8年2月2日(月)～2月13日(金) 令和8年3月3日(火) 令和8年3月5日(木)

※英語：一般英語と専門英語
（化学系、生物系、医療系から1つ選択）

※専門科目については、学生募集要項
をご参照ください。

※面接は、卒業論文（修士論文・業務内容）

などのプレゼン含む（修士一般入試を除く）1
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大学院生
インタビュー

大学院の薬学研究科は、薬学専攻（博士課程）と
薬科学専攻（修士課程）で構成され
本学や他大学の卒業生，社会人，留学生など多様な人材が揃い
薬学の未来を担う先進的な研究活動に意欲的に取り組んでいます。

　博士学位論文をまとめる特別研究に加え、専門履修科目（特論及び演習）を用意。複数の教員
がオムニバス形式で指導する「先端薬学特論」「キャリアパス」「医療薬学ゼミナール１～３」が
必修科目となり、臨床薬学と基礎科学を網羅した 12 の専門選択科目から 4科目以上を履修し
ます。現在は本学の卒業生が中心ですが、他大学の 6 年制薬学部や修士課程の修了者，病院・
薬局や企業などで活躍する社会人（修士課程修了者）も積極的に受け入れており、授業時間帯に
配慮するほか、e-learning による聴講など働きながら進学できる環境整備に努めています。

臨床薬学と基礎科学に対応した4年制博士課程
　薬科学専攻は、主に創薬研究に取り組
む研究者養成を目的とし、本学や他大学
の卒業生，社会人，留学生等に広く門戸
を開いています。博士課程同様、特別研
究のほかに基盤薬科学、創薬科学の講
義・演習を履修します。

主に創薬をめざす修士課程

ティーチング・アシスタント

対象者 大学院組織

4年制
● 医療職（博士号をもつ薬剤師）
● 製薬企業（研究部門、臨床開発部門）
● 各種研究機関
● 医薬品医療機器総合機構（PMDA）等
● 大学教員
● 公務員、博士研究員

● 製薬企業の研究職
● 化学 /食品企業等の研究職
● 博士課程への進学

薬学専攻（博士課程）修了者の進路 薬科学専攻（修士課程）修了者の進路
薬学研究科

薬学専攻（博士課程）
薬学部（6年制）卒業生

修士課程修了者
社会人・留学生

2年制

薬学研究科
薬科学専攻（修士課程）

薬学部（4年制）卒業生

学部卒業生
旧4年制卒業生
社会人・留学生

博士課程の学生は、自分の研究や論文発表の傍ら、「ティーチング・アシスタント」と
しても活躍しています。研究室に所属する 4～6年生の卒業研究をサポートし、
学生の実習教育を補助するなど、学部教育の充実に寄与しています。

6年制教育を基盤とする博士課程（4年制）と
独立大学院として修士課程（2年制）があります。大学院

大学院生

　祖母が薬剤師だったため、幼い頃から自然と薬剤師
を目指すようになりました。大学入学後も薬剤師を目指
していましたが、研究室に入った頃から徐々に研究職へ
の興味が芽生え、5年次の病院・薬局実務実習でその考
えがはっきりとしたものに変わりました。薬局実習では、
薬局で実際に患者の方と接しますが、中には薬を飲ん
でも効果が中々確認できなかったり、副作用で悩む方も
いらっしゃいます。そのような状況を経験して、苦しんで
いる多くの方を救える薬剤を作りたい、製薬企業の研究

者として医薬品を作る側の人になりた
いと思うようになったのです。大学院へ
の進学を決めたのもその頃でした。
　現在は、病気の有無を調べる診断薬
の開発を行う研究室に所属し、体内のビ

タミンCがどの部位にどのくらいあるのかを調べる薬剤
の研究を行っています。大学院の研究では、1つの課題
に対してどのように調べるのか、どのように実験を行っ
ていくのか、アプローチしていくべきプロセスの立て方
を身につけることができました。研究成果を出すという
のは長い道のりですが、少しでも前に進むことが出来た
り、効果的なデータが取れると、やはりモチベーションが
上がります。
　今はちょうど就職活動の真っ只中で、自分の将来と向
き合う時間が増えました。薬剤師の資格取得後は薬局
でアルバイトも経験しましたが、今後は薬剤師の資格と
現場経験があることを強みに、医師や薬剤師などの医
療に関わる方々が自信を持って勧められる薬を作る研
究者になりたいと考えています。

1つの課題に対してどうアプローチすべきか
そのプロセスを身につけることができました

飯塚直子さん
Naoko Iizuka

薬学専攻博士課程
薬品分析化学研究室
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研究力
昭和薬科大学の

先端研究に取り組む専門研究室が若手研究者を育成

独自研究のほか学際的な共同研究を展開

本学には化学薬学，物理薬学，生物薬学，衛生薬学，医療薬学，社会薬学、各系統の研究室があり
研究・教育の両面で相互に密接に連携しながら若手研究者の育成にも努めています。
さらに、実習科目・履修科目の充実を目的とした教育研究センター，薬学教育推進センターのほか
教育研究のための各種施設を運営・管理する教育研究支援センターを配置
学生は4年次から研究室に所属し、卒業実習教育に取り組みます。

化学薬学系
薬化学研究室
薬品化学研究室
医薬分子化学研究室
生薬・天然物化学研究室

医療薬学系
薬剤学研究室
薬物動態学研究室
薬理学研究室
薬物治療学研究室
臨床薬学研究室

臨床薬学教育研究センター
実践薬学部門
応用薬物治療部門
医薬品情報部門
地域医療部門

物理薬学系
薬品物理化学研究室
薬品分析化学研究室

総合薬学教育研究センター
応用数学研究室
数理科学研究室
英語文化研究室
英語研究室
臨床心理学研究室

生物薬学系
生化学研究室
微生物学研究室

社会薬学系

薬学教育推進センター
統合薬学教育研究室
薬学教育推進研究室

教育研究支援センター
薬用植物資源研究室

地域連携センター

衛生薬学系
衛生化学研究室 社会薬学研究室

公衆衛生学研究室
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有機合成を武器に薬の素をつくる

薬化学研究室

研究テーマ

森田延嘉／教授　橋本善光／講師

❶ 新規付加還化反応の開発
❷ 合成による医薬品シーズの探索
❸ 新規な触媒反応の開発および生物活性
物質の合成

❹ 量子化学計算による反応機構解析

　医薬品の多くは有機化合物です。私たちは、有機化合物
を自在に合成するための技術として新規な付加環化反応
や新規な触媒反応を開発しています。
　合成手法は、医薬品のシーズとなる複雑な天然有機化合
物の合成で試されます。
　開発した反応や合成した化合物を、医薬品の創製に役立
てることを目的としています。

化
学
薬
学
系

薬品化学研究室

研究テーマ

岡本 巌／教授　山﨑 龍／准教授　伊藤 愛／講師

❶ 環境応答による機能制御を指向した新規
芳香族アミドの創製

❷ 触媒を使ったアミド化合物ならびに類似化
合物の変換反応開発

❸ らせん型キラリティを発現する新規分
子の創製と制御

化
学
薬
学
系 創薬研究を指向した分子の構造化学

　ある薬の開発研究中に、分子に炭素を一つ加えただけで
全く効かなくなったことがありました。分子の形がそれま
でとはまるで違う形に変わってしまったためです。
　このような構造変換が、周りの環境に合わせて起こる、
そんな新しいアミド化合物を創っています。

医薬分子化学研究室

研究テーマ

伊藤俊将／教授　石田寛明／講師　大橋南美／講師

❶ 核内受容体のリガンド探索と機能解析
❷ メタボリックシンドローム関連疾患治
療薬の設計と合成

❸ プローブ分子を用いた遺伝子発現機構
の構造生物学的研究

❹ 複素環化合物の合成と反応
❺ 受容体と相互作用するペプチドの合成

化
学
薬
学
系 理論に基づいて新薬をつくる

　くすりの多くは受容体や酵素などのタンパク質に結合し
て、効力を発揮します。私たちは、効力発揮のメカニズムを
解明するために、くすりとタンパク質の相互作用（分子認
識）を原子レベルで明らかにする研究に取り組んでいます。
　また、これらの研究成果を生かし、タンパク質のポケット
構造に基づいて難病治療薬やメタボリックシンドローム関
連疾患治療薬を創製することをめざしています。

生薬・天然物化学研究室

研究テーマ

中根孝久／教授　篠崎淳一／講師　酒井佑宜／講師

❶ シダ植物や顕花植物のトリテルペノイド
に関する研究

❷ テルペノイドの生合成研究
❸ 生薬基原植物の国内における栽培最適
化及び品質管理に関する研究

❹ 国内外の薬用資源植物から生物活性を
有する新規化合物の探索研究

❺ 漢方薬に含まれる有用化合物に関する研究

化
学
薬
学
系 天然から未知の化合物を発見する

　私たちは植物から未知の化合物を探し出し、“化学構造を
明らかにする”、“生合成遺伝子（化合物の設計図）の機能を
解明する”研究を行っています。これら化合物は新しい医薬
品の候補化合物となる可能性を秘めており、植物生体内で
化合物を作る仕組み（遺伝子の機能）を解明する生合成研
究は医薬品開発の応用につながると期待されています。
また、漢方薬の原料となる生薬の国内栽培化及び品質管理
に関する研究も行っています。
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生化学研究室

研究テーマ

伊東 進／教授　田代 悦／准教授　中野なおこ／講師

❶ TGF-βシグナル伝達を解明する
❷ TGF-βシグナル伝達異常により生じる
病気（特にがんと心血管系疾患）の分
子メカニズムを培養細胞や遺伝子改変
動物を用いて解明する

❸ TGF-βシグナル関連分子を標的とした
抗ガン剤開発

生
物
薬
学
系 遺伝子変異により生じる疾患の分子メカニズムを探求する

　遺伝子に変異が生じ、タンパク質の働きが正常でなくな
ることにより、私達は様々な病気に罹患します。これらの
病気の中で私達は、がんの発症や心血管系疾患がどのよう
にして起こるのかについて研究しています。特に、細胞増
殖や細胞分化を制御し、細胞死を誘導することが知られて
いるTransforming Growth Factor-β （TGF-β）シグナ
ルに着目し、TGF-βシグナル伝達の異常により生じる疾
患の分子メカニズムについての解明を行っています。

微生物学研究室

研究テーマ

金本大成／教授　浅井大輔／准教授　梶川瑞穂／講師

❶ 細菌の薬剤耐性機構の解析
❷ 多剤耐性菌に有効な抗菌物質の探索
❸ 病原微生物による免疫回避機構の解析
❹ 感染免疫の分子機構の解明
❺ 新規抗微生物薬とその送達手法の開発

生
物
薬
学
系 感染症の発症機構を様々な手法にて解明し、新しい治療戦略を提案する

　私たちは、体内に侵入した病原微生物を自分自身の免疫
あるいは外からの薬物によって排除し、健康を維持してい
ます。しかし、微生物も生き残りを掛けて免疫回避や薬剤
耐性の能力を獲得してきました。現在、そのような微生物
が私たちにとって大きな脅威となっています。それらの病
原微生物への対抗手段を探索するため、私たちの研究室で
は微生物の病原機構の解明を行っています。

病気の原因をイメージングする

薬品物理化学研究室

研究テーマ

秋澤宏行／教授　宿里充穗／講師　尾江 悟／助教

❶ がんイメージングのための新しい分子プ
ローブの開発

❷ 分子プローブの体内動態制御法の開発
❸ 精神・神経疾患の画像診断のための分子
プローブの開発

❹ 脳内分子のイメージングによる疾患メカ
ニズムの解析

❺ ホウ素中性子捕捉療法を目的としたホウ
素含有薬剤の開発

　「病気の原因は何で、体のどこにあるのか」という情報
は、治療を行う上でとても大切です。このような情報を、
一目で分かるように画像として表すことができる「分子
イメージング」という技術があります。この技術では、「分
子プローブ」というものを患者さんに投与し、そのシグナ
ルを検出して画像を得ます。当研究室では、この分子プ
ローブの開発を通じて、医療への貢献を目指しています。

物
理
薬
学
系

薬品分析化学研究室

研究テーマ

唐澤 悟／教授　臼井一晃／准教授　鈴木憲子／講師　松本祥汰／特任助教

❶ がんを光らせるMRI造影剤や蛍光物質の開発
❷ 温度や光などの外部刺激に応答するス
マート分子の開発

❸ らせん空間を活かした高度立体識別能
を有する機能性分子の創製研究

❹ 無機材料の合成と物性などの基礎研究お
よび医療・環境分野への応用研究

❺ 環境調和型アミン検出試薬の開発
❻ 生体分子のホモキラリティの解明

物
理
薬
学
系 最先端の機器を使って、「疾病」、「環境」、「特異な分子」を分析する

　「がん」をはじめとする様々な疾病の早期発見は多くの
人の願いです。その実現のためには、疾患の患部へ集まる
「仕組み」や「薬」の開発、集まったことや治療できたことを
確かめる分析機器が必要となります。当研究室では、薬学
に関連する「がん」などの疾病の発見や治療を目指した研
究、ダイオキシンや放射線などの環境中の有害物質が分析
できる無機材料や有機分子の開発、らせん空間を活かした
機能性分子の創薬研究を行っています。
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